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名乗ると、

自分の密度から逃げられなくなる。



多くの人は、

準備が整ってから名乗ろうとする。

十分に学び、十分に磨かれ、

もう失敗しないと思えたときに。

けれど、その「十分」は、

決して訪れない。

名乗ることは、

完成の証明ではなく、

未完成のまま立つ決断だからだ。



名乗るとは、

自分を大きく見せることではない。

誇張でも、演出でもない。

肩書きは、鎧ではない。

評価は、盾にはならない。

名前を掲げた瞬間、

人はむしろ、

最も無防備になる。



名を出すという行為は、

自分の内側を、

他者の時間に差し出すことだ。

そこには、比較が生まれ、

誤解が生まれ、

無関心も生まれる。

それでも名乗る人は、

すでに知っている。

沈黙の時間で育てたものは、

評価よりも深い場所に根づいていることを。

だからこそ、

守るためではなく、

開くために名を出す。



名乗ることと、

謙虚であることは、

矛盾しない。

自信と不安は、

同時に存在できる。

むしろ、

不安を抱えたまま立つ姿にこそ、

本当の密度は宿る。

完成してから出るのではない。

出ることで、完成していく。



名前とは、

世界に置いた、小さな覚悟である。
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